
































































直接経費 間接経費 町ーW 合計
平成14年度 1500，000 O 1500，000 
平成 15年度 500，000 O 500，000 
平成16年度 500，000 O 500，000 
平成17年度 700，000 O 700，000 

















































































































































































































































えだ さしましへたる はなづ〉を だいのよすみにたて そのさまごま木たくごと
き ろを中あつにくぼませたる なかよりきばむけむりをくゆらす そのかはたとふ
るものもなく これをかげばゑふごとく またぎやくじゃうをもよほすごとし だん
のさいうはみつあしのかなさらに まつのひで ほそ/¥もやしてあかりとし い
はといはとのはさまなる ふるづかのやうなるものにむかひて あやしのきゃうよむ
ものあり しのびちかづきうかゾへば としいとたけしらうぢょにて しらがをちら
し かたにゆりかけ しろぬの〉ひとへに けさめくものかけ あらなはもてはらに
まとひ いらたかじゅずをすりもみて いっしんふらんのありさまは みのけだちて
ものすごし なほよくみれば このものは はたしてたんぱのあつぎなり さてこそ
とおもひ なほみるに ぐもつもすべてよのつねならず 4ねずみゐたち ひきがへ
る おほきなる井もり ちいさきへび きりたるあり まるのま〉うちころしでもり
たるもあり へいはくをさかさにたて かほよき女のすがたゑを いたにはりかけ




































































































































































ろ扱ひj に拠れば、年少時の鏡花は『南総里見八犬伝JI~椿説弓張月 JI ~句伝実実記JI ~近世
説美少年録』など馬琴の読本を「大変ひいきj にしていたというし、談話「文芸は感情の
産物品J(明治四十二年六丹)でも「馬琴は知識を以て書いて居るJと述べており、一定の
評価が窺われる。本書は、鏡花が所持していた博文館の帝国文庫四十六『馬琴傑作集~ (明
治三十年)にも収録されており、そこで読むことはできる。
三 「絵本の春j と草双紙『大晦日曙草紙』
山東京山作・歌)I悶貞画の草双紙『姑副躍白如(天保十年刊)七十四国で、小春が
巳の年月日の生まれであることから、病気の薬に供するため生き胆を取られるのではない
かと伝兵衛が心配する場面があるが、鏡花「絵本の春J(大正十五年)で「魔やうな小母さ
んJから関かされる話もこれと同一の設定である。なお、歌舞伎「傾城拍前室J(宝暦六
年初演)六幕目大切では、巴の年月日時の巳之助の生き血により邪法が破れるし、浄瑠璃
f伊賀越乗掛合羽J(安永五年初演)九つ自では、限病による失明を療すために十歳以下の
巳の年の男子の生き血が必要とされる。歌舞伎「名歌徳三升玉垣J(享和元年初演)五立自
でも巴の年月日時の女の血が白嬢の治療に必要との設定がある。馬琴の読本『松浦佐用姫
石魂録』後編(文政十一年子IJ)巻之七でも、浦二郎の「潮毒Jを癒すために「戊己の年月
日時に生れし女手のO 土徳牌の臓の鮮:丘を持てO 一時に多く飲ときは己!日毒豆地)こ除去てO
その腫ゑ水の決する如く。卒然として消散すJとあり、類例である。以上のように、干支
の揃ったものの生き監により悪病を治療する設定は近世文学によく見られるものであるが、
「絵本の春j との類似性から言えば、以前「鏡花文学における前近代的素材(上)J (平成
二年四月「国語国文J)で指摘した『児雷也豪傑誇』二十五編の影響とともに、『大晦日曙
草紙』の影響も考えなければならないだろう。本書は、「泉鏡花蔵書目録J(~鏡花全集Jl )3IJ 
巻、昭和年月岩波書店、月報二十九所収)に所載であり、鏡花が読んだ可能性の高い作品
である。
